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今
夏
は
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
。
夏
季
大
会

と
し
て
は
三
○
回
目

で
す
が
、
二
度
の
大
戦
で
三
回
中

止
に
な
っ
て
い
る
の
で
二
七
回
目
。

ロ
ン
ド
ン
は
過
去
二
回
（
四
回
、

一
四
回
）
開
催
し
て
い
る
の
で
三

回
目
。
開
催
都
市
と
し
て
は
最
多
。

こ
れ
に
ア
テ
ネ
、
パ
リ
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
が
二
回
と
続
き
ま
す
▼
一

回
目
は
一
九
○
八
年
。
そ
れ
ま
で

は
、
万
国
博
覧
会
の
余
興
の
様
な

も
の
で
、
力
自
慢
・
足
自
慢
が
飛

び
入
り
で
や
っ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
そ
れ
を
「
選
手
の
参
加
資
格
」

を
決
め
、
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
を
各

国
か
ら
派
遣
す
る
「
競
技
大
会
」

と
し
て
確
立
し
、
こ
の
大
会
か
ら

各
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
代

表
選
手
の
派
遣
に
責
任
を
持
つ
様

に
な
り
ま
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
の
距

離
が
四
二
・
一
九
五
㎞
に
な
っ
た

の
も
こ
の
大
会
か
ら
で
す
▼
二
回

目
の
ロ
ン
ド
ン
大
会
は
第
二
次
大

戦
が
終
わ
っ
て
三
年
後
。
ど
こ
の

国
も
戦
後
の
復
興
で
大
変
な
時
期

で
し
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
が
開
催
を

引
き
受
け
、
過
去
最
多
の
参
加
規

模
に
な
り
「
平
和
を
願
う
大
会
」

と
な
り
ま
し
た
。
日
本
と
ド
イ
ツ

は
戦
争
責
任
が
問
わ
れ
招
待
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
大
会
の

中
か
ら
ア
ジ
ア
競
技
大
会
が
生
ま

れ
、
日
本
が
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
▼
三
回
目
と
な
る
今
大
会

は
、
女
子
ボ
ク
シ
ン
グ
の
採
用
で

二
六
競
技
、
男
女
が
同
じ
種
目
で

競
技
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
し
ず
ち
ゃ
ん
」
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
ら
れ
る
か
注
目
で
す
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

労働局（群馬）がＯＫＩデータの

派遣法違反を認定・指導

一般業務を専門業務と偽装し長年働か

されていた事実が認定され、ＯＫＩデー

タが直接雇用をしなければならなかっ

たことが明白になりました。

ＯＫＩデータは直ちに直接雇用をせよ！

花言葉：愛に応えて

水
仙

大
幅
に
改
善
し
た
経
営

通
期
業
績
予
想
は
売
上
高
４
，
２

８
０
億
円
、
営
業
利
益
１
７
０
億
円
、

当
期
純
利
益
６
５
億
円
の
黒
字(

前
期

は
２
７
０
億
の
赤
字)

と
大
幅
に
改
善

し
、
株
価
に
し
て
も
７
０
円
台
か
ら

９
０
円
台
に
上
昇
し
て
き
て
い
ま
す
。

内
部
留
保
（
企
業
の
溜
め
込
み
金
）

に
し
て
も
、
昨
年
よ
り
３
倍
以
上
に

な
っ
て
い
ま
す
。

数
々
の
労
働
者
犠
牲

こ
れ
は
昨
年
実
施
し
た
１
，
０
０

０
名
を
超
え
る
人
員
削
減
で
の
人
件

費
圧
縮
や
こ
れ
ま
で
の
数
々
の
労
働

条
件
の
切
り
下
げ
な
ど
の
結
果
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
私
た
ち

の
賃
金
は
１
０
年
前
を
回
復
し
て
い

ま
せ
ん
。

も
は
や
賃
上
げ
で
き
な
い

言
い
訳
は
許
さ
れ
な
い

春
闘
交
渉
で
会
社
側
は
「
昨
年
ま

で
に
実
施
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
会

社
施
策
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
多
大
な

る
協
力
・
努
力
に
は
感
謝
申
し
上
げ

る
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
今
こ
そ

労
働
者
に
責
任
の
な
い
、
あ
れ
こ
れ

外
部
環
境
を
理
由
に
し
な
い
で
、
報

い
る
べ
き
で
す
。

要
求
の
期
待
は
大
き
い

電
機
他
企
業
と
の
賃
金
格
差
を
埋

め
る
た
め
の
加
算
給
１
万
円
ア
ッ
プ
、

一
時
金
５
ヶ
月
、
非
正
規
社
員
の
待

遇
改
善
、
０
２
年
の
６
％
賃
金
カ
ッ

ト(

労
働
債
権)

の
返
還
な
ど
、

業
績

が
回
復
し
た
今
期
こ
そ
要
求
を
実
現

を
さ
せ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

就労形態などによる家族形成状況の違い

内閣府の調査によれば、非正規社員(派遣

社員)の結婚している割合が低く、３０～３

４歳の男性においては、正社員の半分程度

となっている。また、既婚者の割合を年収

別にみると、３００万円未満では８～１０

％である一方、３００万円以上の各階層は

２５～４０％となっており、低収入で結婚

もできない不公平な社会になっています。

業績大幅改善・株価上昇（12年3月期・決算予想）
（売上高４２８０億円、営業利益１７０億円、純利益６５億円）

賃上げ・労働条件回復のチャンス！

昨年度（１０年）より３倍化した内部留保金

１
０
年
前
を
回
復
し
な
い
賃
金

内
部
留
保
金

利

益
・

資

本

剰

余
金

な

ど

蓄
積
利
益
←



従業員数の変遷
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駐
車
場
に
看
板
設
置
を

【
群
馬
・
富
岡
】

２
月
の
第
２
週
の
こ
と
で
す
が
、

社
員
駐
車
場
で
社
員
の
車
に
キ
ズ

が
つ
け
ら
れ
る
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
数
台
の
車
が
被
害
に
あ
っ
た

の
で
他
の
場
所
で
キ
ズ
を
つ
け
ら

れ
た
の
で
は
な
く
就
業
中
の
被
害

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
被
害
に
あ
わ

れ
た
方
が
気
の
毒
で
な
り
ま
せ
ん
。

対
策
と
し
て
看
板
の
掲
示
が
決
ま

り
、
監
視
カ
メ
ラ
設
置
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
の
効
果

に
期
待
し
た
い
で
す
。

成
果
主
義
賃
金

い
い
加
減
止
め
た
ら

【
東
京
・
芝
浦
】

あ
る
関
連
会
社
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ
（
目

標
管
理
制
度
）
面
談
が
２
月
に
行

わ
れ
た
と
聞
い
た
の
で
、
中
間
面

談
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
目
標
設
定

面
談
だ
と
言
わ
れ
、
こ
れ
も
氷
山

の
一
角
で
Ｍ
Ｂ
Ｏ
の
形
骸
化
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
進
行
し
て
い
る
と

感
じ
た
。

Ｍ
Ｂ
Ｏ
に
よ
る
成
果
主
義
は
、

既
に
破
綻
を
き
た
し
て
職
場
の
連

帯
感
が
薄
れ
、
心
の
病
の
発
生
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
な
ど
百
害

あ
っ
て
一
利
な
し
で
あ
る
。

早
く
廃
止
し
て
Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー

プ
企
業
行
動
憲
章
に
基
づ
い
た

「
働
き
や
す
い
職
場
環
境
」
、

「
社
員
の
尊
重
」
を
行
動
で
示
し

て
も
ら
い
た
い
。

社
員
寮
の
跡
地
が

特
養
施
設
に
変
身

【
埼
玉
・
蕨
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
】

沖
電
気
の
子
会
社
・
Ｏ
Ｋ
Ｉ
プ

ロ
サ
ー
ブ
所
有
の
蕨
２
丁
目
の
社

員
寮
跡
地
に
９
０
床
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
新
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
蕨
（
わ
ら
び
）
市
内

３
ヶ
所
目
で
１
４
年
度
に
完
成
予

定
。貸

与
す
る
Ｏ
Ｋ
Ｉ
側
に
は
１
６

０
０
万
円
の
奨
励
金
が
交
付
さ
れ

る
が
、
市
民
か
ら
は
難
題
の
土
地

問
題
が
解
決
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
と
蕨
市
と
の
関
係
は
戦

前
に
沖
電
気
蕨
工
場
が
あ
り
、
後

に
窯
業
部
門
の
沖
セ
ラ
ミ
ッ
ク
に

な
っ
た
。
ま
た
蕨
特
殊
製
鋼
や
沖

電
気
の
寮
が
あ
っ
た
。

近
年
は
設
計
開
発
の
シ
ス
テ
ム

セ
ン
タ
が
２
５
年
前
か
ら
開
設
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ
サ
ー
ブ
は
「
社
会
貢

献
事
業
の
一
環
と
し
て
の
協
力
し

た
」
と
し
て
い
る
。

頼
高
（
よ
り
た
か
）
英
男
蕨
市

長
は
共
産
党
員
市
長
で
す
。

時
給
が
ア
ッ
プ
！

【
埼
玉
・
本
庄
】

派
遣
社
員
の
人
た
ち
の
時
給
が

５
０
円
上
が
り
千
二
百
円
に
近
づ

き
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

２
０
１
０
年
７
月
ご
ろ
、
仕
事
が

富
岡
に
移
管
さ
れ
、
異
動
で
き
な

い
派
遣
社
員
の
人
た
ち
の
時
給
が

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
時

給
に
は
ま
だ
及
び
ま
せ
ん
。
職
場

で
生
産
の
担
い
手
に
な
っ
て
い
る

派
遣
社
員
。
直
接
雇
用(

契
約
社

員
）
へ
と
労
働
条
件
が
も
っ
と
も
っ

と
良
く
な
っ
て
ほ
し
い
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
ユ
ニ
オ
ン
が｢

労
働
条

件
改
善
闘
争｣

で
要
求
し
て
い
る

｢

契
約
社
員
か
ら
正
社
員
化
に
向

け
た
取
り
組
み
」
を
強
め
て
ほ
し

い
と
の
声
も
大
き
い

従
業
員
の
声
が
届
か
な
い

宮
崎
移
管
計
画

【
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

沖
電
気
の
半
導
体
事
業
が
ロ
ー

ム
社
に
売
却
さ
れ
て
会
社
名
も
変

わ
り
ま
し
た
。

八
王
子
に
あ
る
Ｗ
Ｌ
ー
Ｃ
Ｓ
Ｐ

職
場
の
宮
崎
地
区
へ
の
移
管
問
題

で
は
、
出
向
に
応
じ
ら
れ
な
い
従

業
員
に
対
す
る
処
遇
に
つ
い
て
①

早
期
退
職
制
度
の
活
用
②
新
職
場

で
働
く
の
選
択
が
示
さ
れ
ま
し
た

が
新
職
場
と
は
年
末
ま
で
残
る
作

業
を
行
う
請
負
会
社
の
仕
事
で
終

了
後
に
つ
い
て
は
白
紙
状
態
で
す
。

技
術
者
も
多
数
い
る
中
で
「
ス

キ
ル
に
見
合
う
職
場
の
選
択
が
出

来
る
よ
う
に
」
と
言
う
従
業
員
の

声
は
届
か
ず
「
い
や
な
ら
辞
め
ろ
」

と
言
わ
ん
ば
か
り
の
会
社
の
態
度

に
は
怒
り
の
声
が
出
て
い
ま
す
。

反
響
拡
が
る
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ

違
法
派
遣
事
件

【
群
馬
・
高
崎
】

群
馬
労
働
局
（
各
県
に
配
置
さ

れ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
労
働
基
準

監
督
署
な
ど
を
統
括
し
て
い
る
）

は
、
２
月
１
７
日
、
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー

タ
に
違
法
派
遣
の
是
正
指
導
を
し

ま
し
た
。
最
長
で
も
雇
用
期
間
が

３
年
の
一
般
業
務
を
雇
用
期
間
が

定
め
の
な
い
専
門
業
務
と
偽
り
８

年
余
も
就
労
さ
せ
た
こ
と
が
、
派

遣
法
違
反
と
い
う
も
の
で
し
た
。

１
０
年
１
０
月
頃
か
ら
、
正
社

員
の
人
員
削
減
に
併
せ
て
、
長
年

Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
で
働
い
て
い
た
派

遣
労
働
者
（
１
０
年
４
月
・
４
０

０
余
人
＝
当
会
調
べ
）
に
、
次
々

と
契
約
解
除
が
通
告
が
さ
れ
た
。

高
崎
地
区
で
派
遣
契
約
に
疑
問
を

持
つ
労
働
者
が
労
働
局
に
違
法
派

遣
の
申
告
を
し
て
い
た
事
案
に
対

す
る
調
査
結
果
で
す
。

通
常
な
ら
、
雇
用
３
年
を
経
た

と
こ
ろ
で
Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
が
直
接

雇
用
の
手
続
き
を
す
る
義
務
が
あ

り
、
そ
れ
を
果
さ
な
か
っ
た
の
は
、

違
法
だ
と
認
定
さ
れ
た
の
で
す
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
デ
ー
タ
が
申
告
し
た
労

働
者
に
８
年
余
も
偽
装
業
務
さ
せ

た
こ
と
を
陳
謝
し
、
本
人
の
希
望

を
受
け
入
れ
て
雇
用
す
る
こ
と
が
、

企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
だ
と

思
い
ま
す
。

◇
◇
◇
◇
◇

新
聞
報
道
さ
れ
た
事
も
あ
り
、

労
働
者
だ
け
で
は
な
く
高
校
生
〜

大
学
院
生
な
ど
幅
広
く
、
申
告
者

へ
の
激
励
が
届
い
て
い
ま
す
。

《沖電気を考える》 第５２回

沖
電
気
単
独
を
越
え
た
海
外
従
業
員
数

Ｏ
Ｋ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
の
海
外
移
転
進
む

３
月
は
自
殺
対
策
月

間
。
標
語
は
Ａ
Ｋ
Ｂ
４

８
を
も
じ
っ
て
「
あ
な

た
も
Ｇ
Ｋ
Ｂ
４
７
宣
言
！
」

を
予
定
し
た
が
、
余
り

に
軽
い
と
批
判
を
浴
び

「
ゲ
ー
ト
・
キ
ー
パ
ー
・

ベ
ー
シ
ッ
ク
」
に
変
更

さ
れ
た
。
４
７
は
４
７

都
道
府
県
を
、
Ｇ
Ｋ
Ｂ

は
自
殺
を
思
い
と
ど
ま

せ
る
こ
と
を
指
す
。

１
４
年
連
続
で
３
万

人
超
の
自
殺
大
国
。
長

時
間
労
働
や
不
安
定
雇

用
や
不
況
な
ど
の
影
響

が
原
因
。
原
因
解
消
の

対
策
こ
そ
が
必
要
で
す
。

国
内
の
雇
用
確
保
は

企
業
の
社
会
的
責
任

１
９
７
５
年
に
は
単
独

で
も
１
万
５
千
人
を
越

え
た
従
業
員
数
は
、
生

産
の
海
外
移
転
な
ど
の

リ
ス
ト
ラ
に
よ
り
、
単

体
は
３
千
人
程
度
ま
で

減
少
し
た
。

人
員
減
は
、
技
術
力

や
現
場
力
と
共
に
働
く

人
々
の
志
気
ま
で
奪
い

ま
し
た
。
人
を
大
切
に

す
る
施
策
で
の
企
業
再

建
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「ＧＫＢ４７宣言」で自殺対策

<内閣府自殺対策推進室>
話題

パワーハラスメント あなたは大丈夫ですか？

厚生労働省は1月30日、職場におけるパワーハラスメントの定義

を初公表しました。 3月までに問題解決のための取り組みかたを

まとめる予定です。

★具体的な本行為の分類に分けられています。あなたも経験があ

りませんか。

（1）身体的な攻撃（暴行・傷害）

（2）精神的な攻撃（脅迫・暴言等）

（3）人間関係からの切り離し（隔離・仲間外し・無視）

（4）過大な要求（業務上明らかに不要なことや遂行不可能な

ことの強制、仕事の妨害）

（5）過小な要求（業務上の合理性なく、能力や経験とかけ離

れた程度の低い仕事を命じることや仕事を与えないこと）

（6）個の侵害（私的なことに過度に立ち入ること）。

★事業主への留意点として、予防するための5項目があります。

（1）トップのメッセージ

（2）ルールを決める

（3）実態を把握する

（4）教育する

（5）周知する

★解決するために以下の2項目があります。

（1）相談や解決の場を設置する

（2）再発を防止する

■ 組合、コンプライアンス委員会へ相談できない人は、ＯＡＫ

に相談してください。


